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現在、基幹化学品の大部分は石油資源から製造されているが、持続可能な生産体制を構築するためにはバイ

オマスのような再生可能資源を原料とした新たな合成法が必要不可欠である。発表者はこれまでに、木質バイ

オマス由来糖類から高付加価値化合物へと変換する高機能性固体触媒の開発を行ってきた(ex. Green Chem. 

2024, 26, 2571; JACS Au 2022, 2, 665; ACS Sustainable Chem. Eng. 2021, 9, 6347; Green Chem. 2021, 23, 2010 

etc.)。本発表では、種々のバイオマス由来化合物の液相水素化反応を促進する炭化ニッケルおよび炭化パラジ

ウムナノ粒子触媒の開発に関する最新の研究成果について詳しく紹介する。 
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